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国連主導の「脱炭素」に関するイニシアティブに加盟 

～ ２４時間３６５日再エネ供給の実現を目指します～ 

 

北九州グリーンインパクトの取組の一環として、国連主導の脱炭素に関するイニ

シアティブである”24/7Carbon Free Energy Compact”にアジアの自治

体として初めて加盟しました。今後は、北九州市の再生可能エネルギーに関する

ポテンシャルを活かして、昼でも夜でも 24 時間 365 日、いつでも再エネが利用

できるサービスを、アジアの自治体で初めて創設することを目指します。 

これにより世界最高水準のエネルギーを求める先進企業等の市内への誘致を

進めるとともにサステナブルなエネルギーを利用して地元企業の競争力強化を

支援します。 

 

１． 24/7 Carbon Free Energy Compact（24/7CFE）について         

  ２０２１年９月に国連主導で提唱されたイニシアティブであり、当該イニシアティ

ブは蓄電技術等の活用により脱炭素エネルギーによる電力の同時同量の達成を

目指している。グーグルやマイクロソフト等の大手 IT 企業を含む世界１６５団体が

加盟しており、日本国内の民間企業では、三菱電機株式会社や株式会社 JERA な

どを含む７社が加盟している。 

 

２． ２４/７CFE への加盟後の北九州市の取組について                       

  北九州グリーンインパクト※では、グリーン産業の集積とともに再生可能エネル

ギー等の環境価値を提供することにより、市内企業の国際競争力の強化を図るこ

ととしている。 

  北九州市には、豊富な再エネ発電量（再エネ発電量政令市１位）、多様な再エネ

の確保（バイオマス発電容量政令市１位）、蓄電技術の活用など、再エネの有効活

用が可能となるポテンシャルが揃っている。このようなポテンシャルを活かして、

24/7CFE 対応型の電力メニューの創設に向けて取組を推進する。 

  具体的には、令和６年度に需要家となる市内企業や市内に立地する再エネ発電

事業者等のニーズ等を把握するための調査を行い、令和８年度には、地域新電力

である北九州パワーと連携して、本格的に２４/７CFE 対応型電力メニューの供給

を開始することを目指す。 

※北九州グリーンインパクト 詳細別紙 
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